
学科名

科目名

科目区分 単位数 2 開講時期 前期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

50%
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授業到達目標
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反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 105 名
定期試験
受験者数

102 名 合格者数 95 名 合格率 93%

計
 

100%

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習

経営ビジネス学科

今年度からパワーポイントを主体とした授業に変更した。そのため、前半の授業ではノートに書き写す時間が足り
ないというクレームが多かった。3回目以降は内容を整理して説明時間を長くしたが、書き写すのに時間をとられる
学生が多かった。来年度は授業内容を整理する予定である。

必修

長谷川徹也

・人間工学の視点から、姿勢や機器について簡単な評価ができる。
・人間工学の視点から、照明や騒音環境などの簡単な評価ができる。

4/11  導入講義（授業の進め方と概要の説明）
4/25  人間工学の意義と必要性
5/02  人間工学の定義と方法論
5/09  身体的特徴
5/16  座位姿勢
5/23  人体計測
5/23   チェックリスト（椅子の評価）
5/30   感覚器
6/06  照明
6/13  騒音
6/20  温熱環境
6/27   操作性
7/04  人間工学の関連指針等
7/11  加齢の影響
7/18　定期試験
7/25  定期試験の解説

実技

授業内容を整理してわかりやすくする予定である。

総合評価の平均は7.7点で昨年よりも少し評価が高くなったが、さらに授業内容を理解できなかった学生に対する
授業の工夫の余地があると思われる。

２０１３年度　前期 リフレクションペーパー

昨年よりも授業内容を整理し、パワーポイントも修正した。その結果、総合評価が上昇したが、授業内容の理解に
関する平均値が3.7なので、さらに理解しやすくなるよう修正したい。

基礎人間工学

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 


